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HTTP（S）の IPv6サポート
この機能は、HTTP（S）クライアントとサーバで IPv6アドレスをサポートするようにします。

CiscoソフトウェアのHTTPサーバは、IPv6と IPv4の両方のHTTPクライアントからの要求を
処理できます。HTTP（S）サーバがクライアントからの接続を受け入れると、サーバはそのク
ライアントが IPv4であるか IPv6ホストであるかを決定します。それに応じて、ソケットコー
ルを受け入れる IPv4または IPv6のアドレスファミリが選択されます。リスニングソケット
は、IPv4と IPv6の両方の接続を待ち受け続けます。

CiscoソフトウェアのHTTPクライアントは、IPv4と IPv6の両HTTPサーバへの要求を送信で
きます。

IPv6 HTTPクライアントを使用すると、実際の IPv6アドレスのURLは、RFC 2732のルールを
使用してフォーマットする必要があります。

IPv6デバイスへの HTTPアクセスのディセーブル化
HTTPサーバをイネーブルにし、デバイスに IPv6アドレスが設定されている場合、IPv6を介
したHTTPアクセスは自動的にイネーブルになります。HTTPサーバが必要でない場合は、ディ
セーブルにする必要があります。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1
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目的コマンドまたはアクション

Device> enable
•パスワードを入力します（要求され
た場合）。

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

HTTPアクセスをディセーブルにしま
す。

no ip http server

例：

ステップ 3

Device(config)# no ip http server

例：デバイスへの HTTPアクセスのディセーブル化
次の例では、show running-configコマンドを使用すると、デバイスで HTTPアクセスがディ
セーブルになっていることが示されています。

Device# show running-config

Building configuration...
!
Current configuration : 1490 bytes
!
version 12.2
!
hostname Device
!
no ip http server
!
line con 0
line aux 0
line vty 0 4
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